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1 ． は じ め に － 研 究 の 背 景
少 子 高 齢 化 に 伴 い ， 今 後 日 本 は 2 0 2 5 年 に か け て 更 に 高
齢 化 が 加 速 し て く る 。 介 護 が 必 要 な 状 態 に な っ て も 介 護
が 受 け ら れ な い 状 況 が 予 測 さ れ て い る 。 ま た ， 独 居 高 齢
者 等 ， リ ス ク の 高 い 方 々 の 支 援 が 必 要 に 迫 ら れ て い る 状
況 で あ る 。
古 川 ・ 本 間 （ 2 0 1 3 : 2 5 - 2 6 ） は ， 独 居 高 齢 者 を 対 象 と す
る 調 査 に お い て ， 日 常 生 活 で 困 っ て い る こ と や ， 困 っ た
と き に 支 え て く れ る 人 に つ い て 聞 い て い る 。 日 常 生 活 で
困 っ て い る こ と に 関 し て は ， 約 6 割 が 「 困 っ て い る こ と
は な い 」 と 回 答 し た 。 比 較 的 多 く の 回 答 が あ っ た 選 択 肢
は ． 「 自 分 や 家 族 の 病 気 の こ と 」 「 炊 事 ， 洗 濯 ， 掃 除 ， ゴ
ミ の 分 別 や ゴ ミ 出 し な ど 身 の 回 り の こ と 」 「 生 活 必 需 品
の 買 物 の こ と 」 な ど で あ る 。 古 川 ・ 本 間 は 「 家 事 等 の 身
の 回 り の こ と や 買 い 物 に つ い て は 今 後 加 齢 が 進 む 中 で ，
更 に 地 域 の 支 援 を 検 討 す る 必 要 が あ る 」 と 述 べ て い る 。
棚 橋 ( 1 9 9 9 :1 3 4 ) は 日 常 生 活 の 状 況 を 表 す 指 標 と し て ，
｢ 主 に 買 物 す る 人 」 と 「 主 に 食 事 を 作 る 人 」 に つ い て 聞
い て い る 。 選 択 肢 に は 「 自 分 」 「 自 分 と 人 」 「 自 分 以 外 の
人 」 「 そ の 他 」 を 設 け て い る 。 「 自 分 と 人 」 と い う ， 人 に
手 伝 っ て も ら う 場 合 の 選 択 肢 が 含 ま れ て い る 。 「 自 分 」
お よ び 「 自 分 と 人 」 を 合 わ せ て ， “ 自 分 で す る 人 ” の 割
合 を 求 め て い る 。 食 事 作 り を 自 分 で す る 人 は ， 8 0 歳 未 満
の 一 人 暮 ら し 女 性 で は 8 割 以 上 , 8 0 歳 以 上 の 一 人 暮 ら し
女 性 で は 約 7 割 ， 一 人 暮 ら し 男 性 で は 約 7 割 で あ っ た 。 買
物 を 自 分 で す る 人 は い ず れ の 群 に お い て も 5 割 台 で あ っ
た 。 棚 橘 は 「 一 人 孫 ら し に な る 場 合 を 考 え る と ． 男 性 も
食 事 作 り の 技 術 を 習 得 す る こ と が 必 要 と 思 わ れ る 」 と 述
べ て い る 。
本 田 ら （ 2 ( ) 0 3 : 8 7 - 8 8 ） は ，後 期 高 齢 者 の 状 況 等 に つ い
て 次 の よ う に 述 べ て い る 。 後 期 高 齢 者 が 生 活 で 困 っ て い
る こ と の 内 容 は ， 食 事 の 支 庇 や 外 出 な ど に 加 え ， 経 済 的
な 問 題 や 病 気 の と き な ど ， 切 実 な 問 題 が 含 ま れ て い る 。
必 要 な と き に 適 切 な サ ポ ー ト を 受 け ら れ る こ と が 後 期 高
齢 者 の 一 人 孫 ら し の 継 続 に 亜 要 で あ る た め ， 必 要 に 応 じ
て 生 活 を 支 え る た め の 公 的 な サ ー ビ ス に つ な げ る 体 制 を
盤 術 す る 必 要 が あ る 。 家 族 や 近 隣 と の 関 わ り が 乏 し い 高
齢 者 に 対 し て は ， 安 否 確 認 の た め の 定 期 的 な 訪 問 な ど 公
的 制 度 の 充 実 が 望 ま れ る 。
今 後 地 域 で 支 え る 仕 組 み づ く り の 為 に も ． 地 域 包 括 ケ
ア の 構 築 が 叫 ば れ て い る 。 医 療 ， 介 護 の み な ら ず 様 々 な
支 援 が 必 要 に 迫 ら れ て い る 。 構 築 す る こ と で ， い つ ま で
も 住 み 慣 れ た 地 域 で 生 活 で き る と 思 わ れ る 。
2 ． 研 究 の 目 的 と 方 法
2 . 1 ． 研 究 目 的
本 研 究 は , A 県 B 地 域 の 生 活 支 援 ニ ー ズ を 調 査 し ，
高 齢 者 の 生 活 状 況 を 検 討 す る こ と を 目 的 と す る 。 B 地 域
に は 4 市 が 含 ま れ る が ． 今 回 は 3 市 ( A 市 .B 市 . C 市 ） を
対 象 と し た 。 独 居 高 齢 者 の 生 活 状 況 ， 医 療 ・ 生 活 支 援 に
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表 1 性 別 ・ 年 齢 と 要 介 護 度
要 介 護 度 は ， 総 合 事 業 対 象 者 2 1 名 ， 要 支 援 l は 5 1 名 ，
要 支 援 2 は 6 1 名 ， 要 介 護 l は 9 9 名 要 介 護 2 は 5 6 名 で あ り ，
総 合 事 業 対 象 者 か ら 要 介 護 2 ま で が 9 割 以 上 を 占 め て い た
( N = 3 1 6 ) 。 男 女 別 で は ， 女 性 と 比 べ て 男 性 で は ， 要 支 援
1 ， 要 支 援 2 の 割 合 が 比 較 的 高 く ， 女 性 で は 要 介 護 1 以 上
の 割 合 が 比 較 的 高 い （ 表 I ) 。
｜ 蹴 害 商 齢 者 自 立 度 を ， 自 立 ～ J 2 ,A l ～ A 2 .B I ～ C 2
の 3 カ テ ゴ リ ー に 分 け て 分 析 す る と ． A l ～ A 2 の 対 象 者
が 1 6 0 名 と 最 も 多 か っ た 。 以 下 ， 自 立 ～ J 2 が 1 3 1 名 ,B I
~ C 2 が 2 1 名 と い う 順 で あ っ た ( N = 3 1 2 ) 。 認 知 症 高 齢 者
自 立 度 を ， 自 立 ～ I ． Ⅱ a ～ Ⅱ b ， Ⅲ a ～ Ⅳ 及 び M の 3
カ テ ゴ リ ー に 分 け て 分 析 す る と ． 自 立 ～ I の 対 象 者 が
1 7 7 名 と 品 も 多 か っ た 。 以 下 ， Ⅱ a ～ Ⅱ b が 1 0 6 名 ，Ⅲ a
～ Ⅳ 及 び M が 2 7 名 と い う 順 で あ っ た ( N = 3 1 0 ) o
現 在 の 治 療 中 の 疾 患 は ， 高 血 圧 ・ 心 臓 循 環 器 疾 患 が 5
割 以 上 と 比 率 が 高 く ， 成 人 病 疾 患 が 比 較 的 多 か っ た 。 ま
た ． 複 数 の 疾 患 を 抱 え な が ら 生 活 さ れ て い る 実 態 が 浮 き
彫 り に な っ た （ 表 2 ) 。
地 域 に お い て 現 在 受 け て い る 支 援 と し て は ． 男 女 共 通
し て 「 機 会 を 作 っ て の 安 否 確 認 」 が 多 く ， 年 齢 を 増 す ご
と に 「 ゆ っ く り 話 し な が ら の 話 し 相 手 」 が 多 い 傾 向 で あ
る 。 8 0 歳 未 満 の 男 性 で は 「 機 会 を 作 っ て の 安 否 確 認 」 が
4 0 ％ ， 8 0 歳 代 の 男 性 で は 「 暮 ら し ぶ り を 観 察 す る 見 守 り 」
が 5 1 . 6 % ,9 0 歳 以 上 の 男 性 で は 「 機 会 を 作 っ て の 安 否 確
認 」 が 4 7 . 8 ％ と 高 い 割 合 を 占 め て い た 。8 0 歳 未 満 の 女 性
で は 「 さ り げ な い 暮 ら し の 手 伝 い 」 が 5 0 % ,8 0 歳 代 の 女
性 で は 「 機 会 を 作 っ て の 安 否 確 認 」 4 4 . 2 ％ ，9 0 歳 以 上 の
女 性 で は 「 幕 ら し ぶ り を 観 察 す る 見 守 り 」 が 4 2 ％ と 高 い
割 合 を 示 し て い た （ 表 3 ) 。
ま た ， 地 域 の 良 い と こ ろ ， 住 み や す さ に つ い て 記 入 し
つ い て 明 ら か に し ， 今 後 の 支 援 の あ り 方 に つ い て 考 察 す
る 。
2 . 2 ． 研 究 方 法 ・ 鯛 査 内 容
B 地 域 に お け る 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 及 び 地 域 包 括 支 援
セ ン タ ー の 介 護 支 援 専 門 員 に 協 力 を 依 頼 し た 。 本 人 を 特
定 し う る 情 報 を 含 ま な い 調 査 票 を 作 成 し ， 独 居 高 齢 者 に
関 し て 介 護 支 援 専 門 員 に 記 入 し て も ら っ た 。 デ ー タ の 集
計 に は S P S S バ ー ジ ョ ン 1 6 . 0 並 び に エ ク セ ル 統 計 2 0 1 6 を
使 用 し た 。
調 査 内 容 と し て は ， 基 本 的 屈 性 ． 治 療 中 の 疾 患 ， 支 え
あ い の 現 状 ． 通 院 に お い て 負 担 と な る こ と ， 買 物 の 困 り
ご と ， 日 常 で 困 っ て い る こ と ， 不 安 な こ と 等 が 含 ま れ る 。
な お 調 査 票 に つ い て は ， 大 薗 ・ 中 山 （ 2 0 1 7 ） に よ る 既 存
研 究 の 検 討 の ほ か ， 鹿 児 島 国 際 大 学 大 学 院 福 祉 社 会 学 研
究 科 ( 2 0 1 7 ) に よ る 調 在 票 も 参 考 に し て 作 成 し た 。
2 . 3 ． 倫 理 的 配 慮
質 問 紙 ご と に 研 究 協 力 の お 願 い ， 研 究 の 趣 旨 や 活 用 方
法 等 に つ い て 明 記 し た 。 ま た ， 口 頭 で も 説 明 し 、 協 力 の
同 意 を 得 た 。 デ ー タ の 入 力 と 分 析 に お い て は ． 事 業 所 名
や 地 域 が 特 定 さ れ な い よ う 配 噸 し た 。 な お ， 本 調 査 は
2 0 1 7 年 に 鹿 児 島 国 際 大 学 教 育 研 究 倫 理 審 査 委 員 会 か ら の
承 認 を 得 た う え で 実 施 し た 。
3 ． 調 査 対 象 者 の 概 要
調 査 票 の 記 入 が な さ れ た 対 象 者 数 は ， 男 性 9 8 名 ， 女 性
2 2 2 名 ， 計 3 2 0 名 で あ っ た 。 年 齢 の 記 入 が あ っ た 3 1 9 名 を ，
3 カ テ ゴ リ ー に 分 け た 結 果 ， 8 0 歳 代 が 1 7 3 名 ,9 0 歳 以 上 8 5
名 , 8 0 歳 未 満 6 1 名 で あ っ た 。 平 均 年 齢 は ,8 4 . 9 歳 で あ っ
た 。 居 住 地 別 で は . A 市 1 3 1 名 , B 市 9 7 名 。 C 市 9 1 名 で あ っ
た ( N = 3 1 9 ) ｡
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独 居 高 齢 者 の 生 活 状 況 と 困 り ご と に つ い て
表 2 性 別 ・ 年 齢 と 現 在 論 旅 I I ! の 疾 忠 （ 多 亜 l ' i l " )
表 3 性 別 ・ 年 齢 と 現 在 受 け て い る 地 域 支 援 （ 多 飛 l i ' l " )
多 か っ た 。 通 院 負 担 に つ い て は ， 8 0 歳 未 満 に 限 定 す る と ．
｢ 通 院 支 援 し て く れ る 介 護 者 が い な い 」 が 男 性 で 4 7 . 2 ％ ・
女 性 で 3 9 . 1 % と 他 の 年 齢 届 に 比 べ て 比 率 が 高 か っ た 。 ま
た ， 男 性 で は ， 「 交 通 手 段 の 不 便 さ 」 が 年 齢 を 問 わ ず 多
い 傾 向 に あ っ た （ 表 4 ) 。
買 物 の 困 り ご と に つ い て は ． 男 性 で は 年 齢 を 問 わ ず
｢ 場 所 が 遠 い 」 と の 1 回 l 答 が 多 く ． 女 性 で は 年 齢 を 問 わ ず
｢ 交 通 手 段 が な い 」 の 割 合 が 多 い （ 表 5 ) 。
男 性 の 場 合 ． 通 院 に お け る 負 担 と し て ， 「 交 通 手 段 の
不 便 さ 」 の 割 合 が 高 く 、 買 物 の 困 り ご と と し て は ． 「 場
所 が 遠 い 」 の 割 合 が 商 い 。 こ の こ と は 男 性 の 場 合 に は ．
自 動 車 の 運 転 を し て い た 人 が 多 く ． 年 齢 と と も に 運 転 が
出 来 な く な り ． 移 動 の 不 便 さ を 感 じ る こ と が 多 い と い う
事 情 が あ る の で は な い か と 思 わ れ る 。
本 人 が 日 常 で 困 っ て い る こ と と し て は ， 男 性 の 場 合 ，
8 0 歳 未 満 で は 「 食 靭 の 支 度 」 5 4 . 1 % ,「 買 物 」 「 外 出 」
て も ら っ た と こ ろ ， 「 近 所 の 方 が 気 に か け て く れ ， 何 か
あ れ ば 様 子 を 見 に 来 て く れ る 」 や ， 「 ゴ ミ 出 し の 時 に ．
気 づ い た 近 所 の 人 が 手 伝 っ て く れ る 」 等 の 記 述 が あ っ
た 。 ま た ， 主 に 女 性 の 対 象 者 に 関 し て 。 「 昔 か ら 隣 人 ，
知 人 が よ く 来 訪 し て く れ ， お し ゃ べ り を 楽 し み 可 能 な 頼
み 事 は 心 良 < 対 応 し て く れ る 。 困 っ た 時 , T E L で 連 絡
で き る 隣 人 が 数 人 い る （ 原 文 の ま ま ) 」 等 ． 社 会 性 が 感 じ
ら れ る 記 述 が み ら れ た 。 こ の よ う な 記 述 か ら も ， 性 別 ．
年 齢 に 応 じ た 支 援 の 必 要 性 が 示 唆 さ れ る 。
4 ． 日 常 の 困 り ご と
日 頃 か ら 高 齢 者 に 寄 り 添 っ て い る 介 護 支 援 専 門 員 に ，
本 人 の 気 持 ち を 代 弁 す る か た ち で 日 常 の 困 り ご と 等 に 関
し て 記 入 し て も ら っ た 。
通 院 状 況 に つ い て は ， 月 1 回 受 診 が ， 全 体 の 6 3 . 8 ％ を
占 め て い た 。 ま た ， 通 院 範 囲 は 居 住 す る 市 内 が 8 2 . 2 ％ と
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高 血 圧 ・ 心 臓 循 環 器 腰 揃 肝 臓 ・ ! 汗 臓 1 4 1 内 | 簾 | 股 疾 患 そ の 他 塒 に な し 全 体
男 8 0 歳 未 満
性
8 0 歳 代
9 0 歳 以 上
合 計
1 9 6 0 3 2 8 3
8 ％ 1 6 ． 7 ％ 0 . 0 ％ 8 . 3 ％ 7 7 . 8 ％ 8 ‘ 3 ％
6 3 4 2 3 0
6 5 . 7 ％ 1 7 ． 1 ％ 8 . 6 ％ 1 1 ． 4 ％ 6 5 . 7 ％ 0 . 0 ％
1 9 1 0 3 1 4
7 3 ． 1 % 3 8 . 5 % 1 1 ． 5 % 3 . 8 ％ 5 3 . 8 ％ 3 . 8 ％
6 1
ﾗ ラ
ー ー 6 8 6 5 4
9 ％ 2 2 . 7 ％ 6 . 2 ％ 8 . 2 ％ 6 7 . 0 ％ 4 . 1 ％
? ? ?? ? ?
9 7
女 8 0 歳 未 満
性
8 0 歳 代
9 0 歳 以 上
合 計
1 4 7 2 1 1 8
6 0 . 9 ％ 3 0 ． 4 ％ 8 . 7 ％ 4 . 3 ％ 7 8 . 3 ％ 4 . 3 ％
9 1 4 7 7 1 3 9 6 5
6 5 . 9 % 3 4 . 1 % 5 . 1 % 9 . 4 % 6 9 . 6 % 3 . 6 ％
4 5 2 2 3 7 2 2
7 8 . 9 ％ 3 8 . 6 ％ 5 . 3 % 1 2 . 3 % 3 8 . 6 % 1 . 8 %
1 5 0 7 6 1 2 2 1 1 3 6 7




馨 ら し ぶ り 出 会 い を 活 機 会 を 作 っ ゆ っ く り 過 さ り げ な い そ の 他 特 に な い
を 観 察 す る か し た 声 か て の 安 否 確 ご し な が ら 弊 ら し の 手
見 守 り け の 話 し 棚 手認 伝 い
全 体
男 8 0 歳 未 満
性
8 0 歳 代
9 0 歳 以 上
合 計
5 5 1 2 6 1 0 4 4
1 6 . 7 % 1 6 . 7 % 4 0 . 0 % 2 0 . 0 % 3 3 . 3 % 1 3 ． 3 % 1 3 . 3 %
l 6 3 1 2 8 9 3 4
5 1 ． 6 ％ 9 . 7 ％ 3 8 . 7 ％ 2 5 . 8 ％ 2 9 . 0 ％ 9 . 7 ％ 1 2 ． 9 ％
1 0 3 1 1 7 4 2 1
4 3 . 5 % 1 3 . 0 % 4 7 . 8 % 3 0 . 4 % 1 7 . 4 % 8 . 7 % 4 . 3 %
3 1 1 1 3 5 2 1 2 3 9 9





女 8 0 歳 未 満
性
8 0 歳 代





7 3 1 1 5
3 1 . 8 ％ 9 . 1 ％ 3 1 . 8 ％ 1 3 ． 6 % 5 ( ) . 0 % 4 , 5 % 2 2 . 7 %
3 8 2 5 5 3 3 2 3 8 6 1 7
3 1 . 7 ％ 2 0 . 8 ％ 4 4 . 2 ％ 2 6 . 7 % 3 1 . 7 % 5 , 0 % 1 4 . 2 %
2 1 7 1 5 1 3 1 7 2 1 0
4 2 . 0 % 1 4 . 0 % 3 0 . 0 % 2 6 . 0 % 3 4 . 0 % 4 . 0 % 2 0 . 0 ％
6 6 3 4 7 5 4 8 6 6 9





大 薗 昭 博
表 4 性 別 ・ 年 齢 と 通 院 に お け る 負 担 （ 多 重 回 答 ）
表 5 性 別 ・ 年 齢 と 岡 物 の 困 り ご と （ 多 重 回 答 ）
5 1 . 4 % ,8 0 歳 代 で は 「 買 物 」 5 7 . 1 % 。9 0 歳 以 上 で は 「 自
身 や 家 族 の 病 気 の こ と 」 が 5 0 . 0 ％ と 割 合 が 高 い 。 女 性 の
場 合 ． 8 0 歳 未 満 で は 「 買 物 」 「 掃 除 ， 洗 濯 」 と も に
4 5 . 8 ％ ，8 0 歳 代 で は 「 買 物 」 4 2 . 8 ％ ，9 0 歳 以 上 で は 「 自
身 や 家 族 の 病 気 の こ と 」 が 4 7 . 5 ％ と 割 合 が 高 い （ 表 6 ) 。
ま た ， 自 由 記 述 で も ， 「 巡 回 販 売 車 が 週 1 回 ま わ っ て き て
く れ る 」 「 隣 近 所 の 知 人 ， 友 人 が 食 事 を 持 っ て き て く れ
た り ， 家 事 を 手 伝 っ て く れ る 関 係 性 ｣ 等 の 記 述 が あ っ た 。
買 物 や 食 事 の 支 度 な ど の 家 事 に 関 す る 困 り ご と が _ 上 位
を し め て お り ， 家 事 支 援 の 介 入 が 必 要 で あ る と 思 わ れ
る 。 な お ， 「 食 事 の 支 度 」 「 外 出 」 「 頼 れ る 人 が い な い 」
に 関 し て は ， 年 齢 ( 3 カ テ ゴ リ ー ） と の カ イ 2 乗 検 定 の 結 果 ，
有 意 差 が み ら れ た （ 漸 近 有 意 確 率 は , 0 . 0 1 8 9 , 0 . 0 4 8 9 , 0 . 0 0 3 4 ) o
こ の よ う に ， 男 女 と も に 買 物 や 外 出 に 困 っ て い る 割 合
が 高 い 現 状 で あ る が ， 外 出 に 関 し て は 不 思 議 な こ と に 年
齢 を 増 す ご と に 割 合 が 減 少 し て い る 。 こ の 結 果 は ， 年 齢
を 増 す ご と に 一 定 以 上 の 距 離 の あ る 場 所 へ の 自 立 的 な 外
出 が 少 な く な る こ と が 背 景 に あ る の で は な い だ ろ う か 。
本 人 が 日 常 生 活 で 不 安 な こ と や 心 配 な こ と と し て は ，
男 女 と も に ， 健 康 ・ 病 気 が 最 も 多 い 。 8 0 歳 未 満 の 特 徴 と
し て は ， 「 頼 れ る 人 が い な い 」 が 男 性 の 場 合 3 3 . 3 ％ ， 女
性 の 場 合 2 6 . 1 % を 占 め て い た 。「 家 事 が 大 変 」 も 性 別 ，
年 齢 を 問 わ ず 比 率 が 比 較 的 高 か っ た （ 表 7 ) ｡
5 ． ま と め
今 回 , B 地 域 3 市 に お い て ， 調 査 票 の 記 入 が な さ れ た
対 象 者 数 は ， 男 性 9 8 名 ， 女 性 2 2 2 名 ， 計 3 2 0 名 で あ っ た 。
平 均 年 齢 は ， 8 4 . 9 歳 で あ っ た 。
認 知 症 自 立 度 の 分 布 か ら は ， あ る 程 度 の 認 知 能 力 が な
い と 在 宅 生 活 は 困 難 で あ る こ と が 示 唆 さ れ る 。 他 方 ． 障
害 高 齢 者 自 立 度 の 分 布 か ら は ， 身 体 的 自 立 度 が 低 く て
も ， 本 人 の 工 夫 並 び に 在 宅 支 援 が あ れ ば ， 独 居 生 活 が 可
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交 通 手 段 が 不 通 院 支 援 し て 金 銭 的 負 担 が 病 院 に 行 く の 特 に 負 担 は な そ の 他
便 く れ る 介 護 者 大 き い が 身 体 的 （ 精 い
が い な い 神 的 ） に 困 難
全 体
男 8 0 歳 未 満
性
8 0 歳 代
9 0 歳 以 l :
合 計
2 0 1 7 6 1 0 4 3
5 5 . 6 % 4 7 . 2 % 1 6 . 7 % 2 7 . 8 % 1 1 ． 1 ％ 8 . 3 ％
1 7 1 0 1 7 9 4
4 8 . 6 ％ 2 8 . 6 ％ 2 . 9 ％ 2 0 . 0 ％ 2 5 . 7 % 1 1 ． 4 ％
1 7 6 0 3 6 2
6 5 . 4 % 2 3 . 1 % 0 . 0 % 1 1 ． 5 % 2 3 . 1 % 7 . 7 %
5 4 3 3 7 2 0 1 9 9





女 8 0 歳 未 満
性
8 0 歳 代
9 ( ) 歳 以 上
合 制 ．
8 9 2 4 8 2
3 4 . 8 % 3 9 . 1 % 8 . 7 % 1 7 ． 4 % 3 4 . 8 % 8 . 7 %
6 0 3 0 1 1 2 6 4 3 2 2
4 3 . 5 % 2 1 . 7 % 8 . 0 % 1 8 ． 8 % 3 1 . 2 ％ 1 5 ‘ 9 ％
2 1 1 0 5 1 5 2 2 5
3 6 . 2 ％ 1 7 ． 2 ％ 8 . 6 ％ 2 5 . 9 ％ 3 7 . 9 ％ 8 . 6 ％
8 9 4 9 1 8 4 5 7 3





場 所 が 遠 い 交 通 手 段 が な い 一 度 に た く さ ん 買 え な い そ の 他
全 体
男 8 0 歳 未 満
性
8 0 歳 代





? ? ? ? ? ?
? ? ?? ? ??
? ? ? ? ? ?
? ? 』 ?? ? ?? 』
， ? ? ? ? ?
? ? ?
? 』 ? ?? ?
? ? ? ? ? ?
? ? ?? ?
? ? ?
4 4 2 9 2 1 3 8




女 8 0 歳 未 満
性
8 0 歳 代
9 0 歳 以 上
?
? ? ? ? ? ?
?
?
6 1 0 9 1 0
2 5 . 0 % 4 1 . 7 % 3 7 . 5 % 4 1 . 7 %
6 2 5 3 3 6 4 6
4 8 . 1 % 4 1 . 1 % 2 7 . 9 % 3 5 . 7 %
1 8 2 2 1 7 2 7
3 3 . 3 % 4 0 . 7 % 3 1 . 5 % 5 0 . 0 %
8 6 8 5 6 2 8 3





独 居 高 齢 者 の 生 活 状 況 と 困 り ご と に つ い て
表 6 性 別 ・ 年 齢 と 日 常 で 困 っ て い る こ と （ 多 重 回 答 ）
表 7 性 別 ・ 年 齢 と 日 常 生 活 に お い て 不 安 な こ と ， 心 配 な こ と （ 多 重 回 答 ）
洗 濯 」 の 比 率 が 比 較 的 高 か っ た 。 な お ， 年 齢 が 増 す こ と
に よ っ て 「 外 出 」 「 買 物 」 の 困 り ご と の 割 合 が 減 少 し て
い る の も 特 徴 的 で あ っ た 。
今 後 ， 独 居 生 活 を 継 続 す る た め に は 家 事 能 力 や 社 会 性
等 の 複 雑 な 要 因 が 関 わ る こ と ， 男 性 と 女 性 の ニ ー ズ に 違
い が 見 ら れ る こ と を 念 頭 に お き つ つ ， 地 域 性 や 性 別 及 び
年 齢 に 合 わ せ た 生 活 支 援 ， 公 的 支 援 ， 地 域 支 援 等 を 展 開
し て い く 必 要 が あ る 。
能 で あ る こ と が 示 唆 さ れ る 。
地 域 で の 支 え あ い に つ い て は ， 年 齢 ， 性 別 に よ り 差 は
あ る が ， 「 機 会 を 作 っ て の 安 否 確 認 」 が な さ れ て い る 割
合 が 高 く ， さ り げ な い 支 援 が 望 ま れ て い る 様 子 が 伺 え
た 。
在 宅 医 療 の 体 制 に つ い て は 単 に 救 急 病 院 が 足 り な い の
か ， 利 便 性 に 課 題 が あ る の か ． 緊 急 通 報 装 置 等 ， ハ ー ド
面 の 整 備 が 必 要 な の か 等 ， 検 証 し て い く 余 地 が あ る 。
今 回 の 調 査 は 介 護 支 援 専 門 員 に 記 入 し て も ら っ て い る
た め ， 独 居 高 齢 者 の 日 常 の 困 り ご と に 関 す る 判 断 の 適 切
さ に は 一 定 の 限 界 が あ る と 言 え る が ， 以 下 の よ う な 傾 向
が 見 ら れ た 。 日 常 の 困 り ご と に 関 し て ， 買 物 や 食 事 の 支
度 な ど の 家 事 に 関 す る 困 り ご と が 上 位 を 占 め て お り ， 家
事 支 援 の 介 入 が 必 要 で あ る と 思 わ れ る 。 性 別 で は 8 0 歳 未
満 の 男 性 で は 「 食 事 の 支 度 」 「 買 物 」 「 外 出 」 の 比 率 が 比
較 的 高 い の に 対 し ， 8 0 歳 未 満 の 女 性 で は 「 買 物 」 「 掃 除
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古 川 恵 子 ・ 本 間 俊 雄 ( 2 0 1 3 ) .「 一 人 暮 ら し 高 齢 者 の 生 活 を 支 え
る コ ミ ュ ニ テ ィ に 関 す る 研 究 ( 2 ) 」「 南 九 州 地 域 科 学 研 究 所 所
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家 の 維 食 事 の 買 物 外 出 ゴ ミ 出 掃 除 経 済 的 自 身 や 家 族 の 病 そ の 他 特 に な
持 管 理 支 度 し 洗 濯 な 問 題 気 の こ と い
全 体
男 8 0 歳 未 満
性
8 0 歳 代
9 0 歳 以 上
?〈
9 2 0 1 9 1 9 1 4 1 7 1 2 1 5 3 4
2 4 . 3 ％ 5 4 . 1 %5 1 . 4 %5 1 . 4 %3 7 . 8 %4 5 . 9 %3 2 . 4 % 4 0 . 5 %8 . 1 % 1 0 . 8 %
4 1 5 2 0 1 1 1 4 1 7 2 1 6 9 2
1 1 . 4 %4 2 . 9 %5 7 . 1 %3 1 . 4 %4 0 . 0 %4 8 . 6 %5 . 7 % 4 5 . 7 %2 5 . 7 % 5 . 7 %
5 8 1 2 8 5 8 0 1 3 2 1
1 9 . 2 %3 0 . 8 %4 6 . 2 %3 0 . 8 %1 9 . 2 %3 0 . 8 ％ 0 . 0 % 5 0 . 0 %7 . 7 % 3 . 8 %
1 8 4 3 5 1 3 8 3 3 4 2 1 4 4 4 1 4 7





女 8 0 歳 未 満
性
8 0 歳 代
9 0 歳 以 上
合 計
7 8 1 1 9 6 1 1 4 1 0 5 3
2 9 . 2 ％ 3 3 . 3 ％ 4 5 . 8 ％ 3 7 . 5 ％ 2 5 . 0 ％ 4 5 . 8 %1 6 . 7 % 4 1 . 7 %2 0 . 8 %1 2 ． 5 %
2 9 3 6 5 9 4 4 4 5 4 4 1 3 5 3 2 0 2 6
2 1 . 0 %2 6 . 1 %4 2 . 8 %3 1 . 9 %3 2 . 6 %3 1 . 9 %9 . 4 % 3 8 . 4 %1 4 . 5 %1 8 ． 8 %
1 3 1 3 1 9 1 5 1 5 2 4 6 2 8 7 1 2
2 2 . 0 ％ 2 2 . 0 ％ 3 2 . 2 ％ 2 5 . 4 ％ 2 5 . 4 %4 0 . 7 %1 0 . 2 % 4 7 . 5 %1 1 ． 9 % 2 0 . 3 %
4 9 5 7 8 9 6 8 6 6 7 9 2 3 9 1 3 2 4 1





健 康 ， 病 収 入 が 少 介 護 が 必 頼 れ る 人 家 事 が 大 財 産 や 墓 金 銭 管 理 そ の 他 特 に な い
気 な い 要 が い な い 変 の 管 理 が 苦 手
全 体
男 8 0 歳 未 満
性
8 0 歳 代
9 0 歳 以 上
合 計
2 4 8 7 1 2 1 1 4 4 6 2
6 6 . 7 % 2 2 . 2 % 1 9 ． 4 % 3 3 . 3 % 3 0 . 6 % 1 1 . 1 % 1 1 . 1 % 1 6 . 7 % 5 . 6 %
2 4 0 5 6 1 1 2 3 5 3
6 8 . 6 ％ 0 . 0 % 1 4 ． 3 % 1 7 ． 1 % 3 1 . 4 % 5 . 7 % 8 . 6 % 1 4 ． 3 % 8 , 6 %
2 0 2 2 3 5 1 1 3 2
8 0 . 0 ％ 8 ． 0 % 8 . 0 % 1 2 ． 0 % 2 0 ． 0 % 4 . 0 % 4 ． 0 % 1 2 ． 0 % 8 . 0 %
6 8 1 0 1 4 2 1 2 7 7 8 1 4 7





女 8 0 歳 未 満
性
8 0 歳 代
9 0 歳 以 上
合 計
2 0 2 4 6 7 1 3 4 1
8 7 . 0 % 8 . 7 % 1 7 ． 4 % 2 6 . 1 % 3 0 . 4 % 4 . 3 % 1 3 . 0 % 1 7 . 4 % 4 . 3 %
8 9 1 2 1 4 1 9 2 9 7 9 2 4 2 4
“ ､ 4 ％ 8 . 8 % 1 0 ． 3 % 1 4 ． 0 % 2 1 . 3 % 5 . 1 % 6 . 6 % 1 7 ． 6 % 1 7 ． 6 %
4 4 5 1 0 5 1 4 6 5 8 9
7 5 . 9 ％ 8 . 6 % 1 7 ． 2 % 8 . 6 % 2 4 . 1 % 1 0 . 3 % 8 . 6 % 1 3 . 8 % 1 5 . 5 %
1 5 3 1 9 2 8 3 0 5 0 1 4 1 7 3 6 3 4
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